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2QP－9 高齢者の色彩快適環境の研究

〔(社)日本家政学会

　　　　　　　　　--ねまきの色彩イメージ分析を中心として一

　　　　　　　　和洋女子短大　○我妻美奈子　　立正大学　三友雅夫

目的：超高齢社会では，寝たきり等の療養を必要とする高齢者の介護問題か派生してくる。

特に障害を伴う高齢者にとって，生きがいを助長しかつストレスを感じさせない，あるい

は症状の悪化の緩和をはかる快適な“ねまぎの創造・開発が強く求められくる。しかし，
これまでのところ，こうした問題意識からするねまき研究はごく僅かであり，今後，研究

の積み重ねか要請される。本研究は，第45・46回大会の延長線上の研究として，主に色彩

快適環境に着目し，上記の問題意識に立ち，高齢者にとっての快適な“ねまぎについて
分析・検討することを目的とした。

方法：調査期間は, 1994年８月～10月。12種類（組み合わせ･･柄2x系統色6)のねまき

を展示し，被検者に回答を求める集合調査法を採用した。総勢495名の方を被検者として調
査を実施した。有効回答者数は424名，欠損値を除外した集計票は378票であった。質問紙

は, I.基本属性■ n.ねまきの嗜好性, I。色彩嗜好性. N ｡色彩イメージの４本柱で
構成した。それぞれ複数の項目を設定した。特に. fl.は，「最も好きな組み合わせ」～

「飽きがくる組み合わせ」まで. 13の嗜好（組み合わせ，柄・系統色)の質問項目を設定

した。統計処理は，主にS A S （Version 6.08)を使用した。
結果：①「年齢」および「職業」と「ねまきの嗜好性」とのクロスで，「組み合わせ（柄
系統色）」「柄」「系統色」の嗜好にいくつか有意な差が認められた。②快適性（mm）

については，色彩(青・白・赤・緑・茶・灰・紺系統）の言語イメージについて因子分析

し，それぞれ４因子を抽出した。詳細については，発表時に資料を配布し報告する。

2QP-10 老年期における色彩感情の研究（5)一慣用色名・系統色名による色彩嗜好の性別特性一

　東京家政学院短大　今井弥生　Ｏ文化女大　盛田真千子　共立女短大藤田信子　文化女大

　飯塚弘子　青葉学園短大　芦滓昌子　聖徳学園女短大　道家とき　共立女大　武井幸子

　目的：人口構成における高齢者の割合が増え、高齢化社会になった今日、老年期の生活

を豊かにするために、高年者の美的感情の実態を色彩感情の側面より分析しようとする･b

ので、当学会、色彩・意匠部会では全国的に実態調査を行ってきた。本報は昨年の続報で

あるが、性別による色彩嗜好の特性を慣用色名と系統色名から分析し報告する。

　方法：対象・調査方法などは前報と同様である。本報ではJIS色票80色の各色につき、

性別に、嗜好色・嫌悪色の割合を求め、さらに、80色をJIS Z 8102により慣用色名と系統

色名を川S値をもとに探った。系統色名は無彩色と有彩色に大別し有彩色は10色相の系統
色名に対応させ、各色相から男女の色彩反応の差異から特性を分析した。

　結果：嗜好色は男性があざやかな青（るり色）、暗い青（紺）、あかるい青緑（あさぎ色）など、

女性は明るい青紫（藤色）、あざやかな紫（あやめ）に高く反応を示したが、男女共に青色相

が好まれ、女性は紫の色相にやや高い反応を示すが色相による好みの傾向には顕著な差が

なかった。嫌悪色は男性があざやかな赤（ｶｰﾏｲﾝ）、黒（墨）、暗い黄赤（ﾁ3ｺﾚｰﾄ色）など

に高く、女性は暗い灰（ｽﾚｰﾄｸﾞﾚｲ）、黒、暗い黄赤などに高い傾向があった。嫌悪色は赤、

黄赤、黄の色相が嫌われた。男女共に無彩色の低明度が嫌われた。嗜好色における性別の

差より、嫌悪色にその傾向が顕著にあらわれ、性別特性をみることができた。
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